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こい食品に対する嗜好に基づいて2つのクラス（好む、n = 16、好 
まない、n = 12）に分けると、高脂肪食品を好んだヘテロ接合グル 
ープ（n = 5）における嗜好度は、これに対応する野生型グループ 
（n = 11）の嗜好度に比べて有意に高かった。Trp64Arg置換が遺 
伝的に高脂肪甘味食品に対する嗜好を促進する可能性を示唆するも 
のである。ゆえに、ADRB3遺伝子におけるTrp64Arg置換と脂質嗜好 
性との間の関係を今後さらに研究することは、肥満予防推進のため 
に有用であるものと考えられる。 
 
